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Post-starburst galaxies : A型星の水素吸収が卓越 -> 星形成を終えて~1Gyr

• SF -> Quiescentの遷移銀河
• 多くがtidal feature -> Merger remnant

• Significant molecular gas & Significant obscured SF?

-> Gas consumption vs Turbulent heating
-> CO観測(NOEMA) & far-IR(IRAS)で星形成活動の実態を探る

Sample from Baron+2022

• Post-starburst (EW(Hδ)>5Å) with AGN and ionized outflow
-> 15天体をNOEMAでCO(1-0)観測

• 下記の先行研究からもCO観測のあるpost-starburst銀河を集め、
far-IR (IRAS or Herschel) SFRを測定

Fig. 2𝑴∗ vs SFR図
• far-IR SFRは可視SFR(Dn4000)より
かなり大きい

• 可視だとMSかその下だが、far-IR

だとMSよりSFRが高くULIRGs並み
(可視輝線が強いとより高い位置に
くる)

• 可視SFHから想定されるA型星に
よるfar-IR放射では説明できない

𝑴𝑯𝟐 vs SFR図

• far-IR SFRを用いるとSF- & SB-銀河を同じような系列に乗る
• 可視SFRに対して多くの分子ガスを持つものほど実際はobscured星
形成領域を持っている

Fig. 5

SFR, 𝑴𝑯𝟐, post-burst ageの相関

• French+2018でmolecular gas fractionがpost-burst ageとともに減少すること、Li+2019でSFEが
post-burst ageの関数として大きく減少することが示唆された。

->本論文ではfar-IR SFRを使うことでSFEが一定になる。SFR, 𝑀𝐻2とpost-burst ageの相関(分散大)

はSFE一定でSFRがpost-burst ageと弱く相関することによる。
-> SFRの減少はシンプルな分子ガス消費の描像で説明できる。

Fig. 7

KS-law (𝚺𝐠𝐚𝐬 vs 𝚺𝐒𝐅𝐑)

• far-IR SFRと適切なサイズ(可視
光ではなく、COサイズ)を用い
ると、オフセットはない
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